
下
の
形
勢
、
或
ハ
前
ノ
濱
に
於
て
英
国
と
戦
争
の
実
蹟
、
其
外
人
情
の
変
遷
等
漏
す

こ
と
な
く
記
し
た
る
者（
２
）

」
と
市
来
自
身
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
四
十
余
年
も
の

長
き
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
毎
日
記
録
さ
れ
て
い
た
た
め
、
た
と
え
断
片
的
に
し
か
残
さ

れ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
当
時
の
情
勢
を
知
る
格
好
の
史
料
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。

安
政
年
間
に
お
い
て
は
集
成
館
事
業
や
琉
球
渡
海
及
び
在
琉
の
日
々
、
文
久
年
間

に
お
い
て
は
琉
球
通
宝
の
鋳
造
や
寺
田
屋
事
件
、
島
津
久
光
の
率
兵
上
京
な
ど
の
記

録
が
目
立
ち
、
当
時
の
藩
内
情
勢
を
具
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
着
目
し

た
い
の
は
文
久
二
・
三
年
の
日
記
に
見
ら
れ
る
薩
英
関
係
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。

当
時
は
生
麦
事
件
発
生
か
ら
薩
英
戦
争
勃
発
と
、
後
の
薩
英
友
好
に
繋
が
る
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
も
言
う
べ
き
時
期
で
あ
り
、「
日
記
」
に
お
い
て
も
生
麦
事
件

の
生
々
し
い
描
写
や
そ
の
後
の
対
英
開
戦
を
見
据
え
た
台
場
の
整
備
や
人
員
の
配
置

な
ど
の
記
録
が
散
見
す
る
。

も
っ
と
も
、「
日
記
」
は
文
久
三
年
五
月
二
十
九
日
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
薩
英

戦
争
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
記
録
を
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
他
の
事
柄
に
比
べ
て
薩

英
関
係
に
つ
い
て
の
記
録
が
多
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
で
も
、
市
来
の
目

か
ら
見
た
当
時
の
薩
摩
の
対
英
意
識
が
窺
え
よ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
日
記
」
に
お
け
る
薩
英
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
を
見
て
い

く
こ
と
で
、
薩
摩
藩
の
対
英
姿
勢
の
実
態
や
変
遷
、
そ
し
て
市
来
自
身
が
藩
の
動
向

　
は
じ
め
に

黎
明
館
調
査
史
料
室
で
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
二
冊
『
鹿
児
島
県
史
料
』
を
刊
行

（「
旧
記
雑
録
分
野
」
と
「
幕
末
維
新
分
野
」）
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
幕
末
維
新

分
野
に
お
い
て
は
、
平
成
三
十
年
度
は
「
市
来
四
郎
史
料
一
／
玉
里
島
津
家
史
料
補

遺
」
を
刊
行
す
る
。

そ
の
「
市
来
四
郎
史
料
一
」
の
大
半
を
占
め
る
の
が
「
市
来
四
郎
日
記
」（
以
下

「
日
記
」）
で
あ
り
、
当
館
に
は
全
七
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
収
載
年
代
は
安
政

四
（
一
八
五
七
）
年
正
月
元
旦
か
ら
文
久
三
（
一
八
六
三
）
五
月
二
十
九
日
ま
で
で

あ
る
が
、「
日
記
」
を
は
じ
め
と
す
る
市
来
の
書
籍
類
は
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年

の
西
南
戦
争
の
戦
火
で
焼
失
、
辛
う
じ
て
残
っ
た
も
の
を
再
編
し
て
新
た
に
第
一
～

七
の
通
番
を
振
り
直
し
た（

１
）よ
う
な
の
で
、
各
々
が
必
ず
し
も
連
続
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
途
中
で
欠
け
て
い
る
箇
所
も
存
在
す
る
。

た
だ
、
こ
の
「
日
記
」
に
関
し
て
は
、「
予
か
二
十
歳
正
月
よ
り
明
治
九
年
十
二

月
迄
、
殆
ん
ど
四
十
余
年
間
（
毎
日
怠
ら
ず
記
し
た
る
者
な
り
）
の
日
記
、
其
冊

数
八
十
冊
、
天
気
の
晴
雨
・
寒
暖
・
世
の
変
遷
・
諸
布
令
・
諸
説
・
米
価
・
有
名

者
死
亡
の
年
月
日
・
詩
歌
・
文
章
等
、
特
に
余
か
順
聖
公
の
特
命
を
奉
し
た
る
種
々

の
事
実
、
或
は
文
久
末
年
よ
り
元
治
の
初
年
、
三
四
ケ
年
間
鋳
銭
に
総
宰
た
り
し
時

代
、
日
々
の
製
造
高
、
或
ハ
維
新
前
後
本
藩
に
て
尽
力
の
始
末
、
国
中
の
事
実
、
天

「
市
来
四
郎
日
記
」
に
見
る
薩
英
関
係

橋
　
口
　
正
　
樹
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ら
に
対
す
る
非
難
で
あ
ろ
う
。

果
し
て
御
国
難
到
来
ニ
者
無
相
違
候
、
血
気
武
断
之
輩
と
申
者
笑
止
之
事
ニ
候
、

当
時
攘
夷
鎖
港
之
流
行
に
て
、
此
奈
ら
原
抔
ニ
者
武
断
の
ミ
之
人
に
て
聊
之
事
よ

り
大
事
ニ
可
及
者
必
定
、
憂
患
此
事
ニ
候
（
略
）、（
同
月
同
日
条
）

昨
今
の
攘
夷
の
風
潮
に
流
さ
れ
て
、
奈
良
原
た
ち
の
よ
う
な
「
武
断
の
ミ
之
人
」

が
些
細
な
事
か
ら
血
気
に
逸
っ
て
軽
挙
に
及
ん
だ
こ
と
を
「
憂
患
」
し
、「
御
国
難

到
来
」
に
相
違
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
下
に
あ
っ
て
市
来
の
批
判
的
な
態
度

が
際
立
つ
が
、
一
連
の
薩
英
関
係
の
記
録
に
お
い
て
市
来
は
終
始
こ
の
ス
タ
ン
ス
を

貫
い
て
お
り
、
無
謀
な
攘
夷
に
は
初
め
か
ら
批
判
的
だ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
後
長
崎
詰
の
野
村
宗
之
丞
よ
り
以
下
の
よ
う
な
内
容
の
書
状
が
遣
わ
さ
れ
て

い
る
。

生
麦
ニ
而
英
国
人
を
御
行
列
先
ニ
而
暴
殺
い
た
し
候
趣
、
江
戸
よ
り
長
崎
へ
も

早
々
申
越
、（
略
）
在
留
英
人
者
素
よ
り
各
国
之
夷
人
共
ニ
も
大
ニ
立
腹
い
た
し
、

早
速
よ
り
会
議
に
お
よ
ひ
、
長
崎
ニ
而
も
皆
々
軍
粧
之
手
当
等
い
た
し
厳
重
之

由
、
江
戸
ニ
而
者
殺
害
之
始
末
神
奈
川
へ
打
洩
さ
れ
し
夷
人
三
人
走
帰
ル
と
直
ニ

銃
兵
軍
粧
に
て
繰
出
し
候
ゆ
へ
、
神
奈
川
出
張
之
幕
役
共
よ
り
子
細
無
程
可
相
分

候
間
、
卒
爾
ニ
出
張
間
敷
旨
制
止
い
た
し
候
得
共
不
聞
入
、
相
応
之
繰
出
し
追
々

も
繰
出
之
模
様
ニ
候
処
、
幕
役
よ
り
中
ニ
入
り
漸
ニ
し
て
相
鎮
り
た
る
由
、
生
麦

ニ
而
者
町
門
を
不
閉
候
へ
者
御
跡
を
慕
ひ
候
者
必
定
之
由
、
丁
門
を
打
候
折
も
押

破
り
可
出
勢
之
処
、
幕
役
出
来
り
制
止
い
た
し
引
返
し
た
る
由
、（
略
）
左
候
而
、

英
国
ミ
ニ
ス
ト
ル
よ
り
公
義
へ
手
稠
敷
御
約
定
面
ニ
則
り
申
出
、
途
中
ニ
而
む
や

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
　
文
久
二
年
の
記
録
に
つ
い
て

薩
英
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
の
初
見
は
文
久
二
年
閏
八
月
十
四
日
条
で
、
生
麦
事

件
の
発
生
及
び
そ
の
顚
末
が
比
較
的
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
に
、

英
国
人
殺
害
時
の
様
子
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
。

一
生
麦
に
お
ひ
て
英
国
人
を
殺
害
い
た
し
た
る
成
行
者
、

三
郎
様
御
通
行
ニ
而
生
麦
へ
御
休
之
筈
候
処
、
丁
度
生
麦
宿
入
口
に
て
神
奈
川
之

方
よ
り
夷
人
四
人
列
い
つ
れ
も
馬
上
に
て
江
戸
之
方
へ
乗
来
り
、
御
行
列
ニ
差
掛

り
夷
人
共
ニ
も
道
脇
を
乗
通
候
処
、
御
行
列
者
無
何
と
少
シ
脇
寄
り
候
而
何
之
子

細
も
な
く
御
通
行
之
処
、
御
駕
籠
脇
ニ
御
供
い
た
し
居
候
御
供
目
付
奈
良
原
喜
左

衛
門
走
出
し
、
御
打
物
辺
へ
夷
人
乗
来
候
を
走
付
様
に
切
付
ケ
打
落
し
、
外
壱
人

へ
者
乗
馬
ニ
疵
付
追
掛
候
得
共
馬
走
出
不
追
付
、
然
処
ニ
切
落
し
候
夷
人
者
其
場

ニ
而
す
た

く
に
伐
り
、
喜
左
衛
門
弟
喜
八
郎
走
付
兄
弟
ニ
而
寸
々
に
切
り
、
尤
、

其
様
切
候
時
者
少
し
道
之
脇
松
山
へ
曳
入
切
捨
、
形
も
不
見
分
様
ニ
切
り
候
よ
し

（
略
）、（「
日
記
」
文
久
二
年
閏
八
月
十
四
日
条
）

市
来
は
そ
の
現
場
に
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、「
其
場
ニ
而
す
た

く
に
伐
り
」

や
「
形
も
不
見
分
様
に
切
り
候
よ
し
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
そ
の
生
々
し
さ
や
臨
場

感
が
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
、
市
来
自
身
に
は
殺
害
さ
れ
た
英
国
人
を
殊
更
に
非
難
す

る
様
子
は
な
く
、
事
件
に
関
し
て
も
あ
く
ま
で
淡
々
と
客
観
的
な
立
場
で
事
実
を
述

べ
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
下
手
人
の
奈
良
原
喜
左
衛
門
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八
月
廿
九
日
条
の
記
録
で
あ
る
。

一
生
麦
之
一
条
者
克
々
勘
考
す
る
に
、
何
分
御
国
難
之
大
な
る
も
の
ニ
而
僅
之
事
よ

り
混
雑
到
来
、
尤
、
夷
人
御
約
定
ニ
付
而
者
、
た
と
へ
此
方
之
人
彼
国
と
及
争
論

歟
、
又
者
日
本
之
法
令
を
背
候
時
者
直
ニ
召
捕
、
此
方
之
政
府
へ
引
渡
、
此
方
に

て
罪
ニ
処
し
、
又
夷
人
ニ
而
も
同
様
之
節
者
此
方
よ
り
召
捕
、
彼
方
ミ
ニ
ス
ト
ル

へ
引
渡
候
節
者
、
彼
之
政
府
ニ
お
ひ
て
罪
に
処
し
候
御
約
定
た
る
に
、
途
中
に
て

何
之
談
判
も
な
く
卒
然
に
切
殺
し
、
剰
ず
た

く
に
切
断
す
る
事
、
人
情
ニ
お
ひ

て
不
忍
次
第
、
尤
、
夷
人
多
勢
共
な
ら
、
其
場
之
無
礼
も
不
得
已
事
時
宜
も
可
有

之
に
、
僅
三
四
人
女
列
之
事
ニ
而
無
礼
と
云
も
差
知
候
事
な
ら
ん
輩
等
ニ
者
、
御

指
揮
ニ
よ
り
て
殺
し
た
る
な
ら
ん
と
申
も
尤
之
事
ニ
候
、
憂
患
此
事
ニ
候
、（
又

之
八
月
廿
九
日
条
）

日
本
人
が
外
国
人
相
手
に
争
論
に
及
ん
だ
場
合
や
何
か
法
令
に
背
い
た
場
合
に
、

日
本
の
法
律
で
裁
か
れ
、
日
本
に
お
い
て
罪
に
処
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
外
国

人
が
日
本
で
罪
を
犯
し
た
場
合
も
、
日
本
側
が
捕
ら
え
た
上
で
相
手
方
へ
引
き
渡

し
、
相
手
国
の
法
律
で
裁
く
と
い
う
の
が
原
則
で
あ
り
、
そ
う
し
た
談
判
も
経
ず
に

惨
殺
す
る
と
い
う
の
は
人
情
と
し
て
忍
び
な
い
と
し
て
い
る
。
一
方
、「
憂
患
」
で

あ
る
と
は
し
な
が
ら
も
、
薩
摩
側
の
行
為
に
つ
い
て
「
尤
之
事
ニ
候
」
と
一
定
の
理

解
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
市
来
の
ジ
レ
ン
マ
も
感
じ
取
れ
る
。

さ
て
、
下
手
人
の
奈
良
原
喜
左
衛
門
で
あ
る
が
、
事
件
後
も
何
の
お
咎
め
も
な
く

日
々
差
し
支
え
な
く
出
勤
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
の
よ
う
な
記
録
が
残
さ
れ

て
い
る
。

ミ
に
殺
害
之
道
理
難
聞
取
、
何
故
之
訳
ニ
而
其
通
之
取
計
、
又
殺
害
い
た
し
候
相

手
十
日
之
内
ニ
不
差
出
候
者
、
夫
々
英
国
之
作
法
通
ニ
処
置
可
致
、
尤
、
此
方
よ

り
之
御
届
に
、
行
列
へ
差
障
り
候
付
、
徒
士
之
者
殺
害
い
た
し
其
場
よ
り
右
之

も
の
欠
落
致
、
行
衛
不
相
知
旨
御
届
ニ
相
成
候
間
、
其
段
を
以
英
人
へ
者
公
義
よ

り
御
達
相
成
候
付
、
幕
府
亦
者
薩
州
之
手
ニ
而
相
手
相
糺
付
不
差
出
候
者
、
不
得

已
事
訳
な
れ
者
、
軍
艦
を
薩
州
へ
差
遣
し
、
三
郎
へ
直
ニ
談
判
、
曲
直
を
分
ち
可

申
旨
申
出
、（
略
）
何
分
至
極
之
御
国
難
を
醸
し
出
候
夷
情
を
不
知
人
ニ
者
愉
快

ニ
唱
候
得
共
、
於
我
等
者
大
ニ
憂
ひ
居
候
事
ニ
候
、（
閏
八
月
十
九
日
条
）

生
麦
で
英
国
人
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
知
ら
せ
が
江
戸
か
ら
長
崎
へ
と
伝
え
ら

れ
、
長
崎
在
留
の
英
国
人
の
み
な
ら
ず
他
の
外
国
人
も
大
い
に
立
腹
、
武
装
し
て
騒

然
と
し
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
に
お
い
て
も
殺

害
の
知
ら
せ
が
入
る
や
、
武
装
し
た
銃
兵
が
今
に
も
暴
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
を
幕
役
が
漸
く
鎮
め
た
。
さ
ら
に
生
麦
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
、
各
所

で
外
国
人
の
暴
動
が
頻
発
し
て
い
た
。
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
幕
府
へ
殺
害
の
犯

人
を
十
日
以
内
に
差
し
出
す
よ
う
通
知
が
あ
っ
た
も
の
の
、
薩
摩
が
、
犯
人
は
欠
落

し
て
行
方
知
れ
ず
だ
と
届
け
出
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
軍
艦
を
薩
摩
へ
派
遣
し

て
三
郎
（
島
津
久
光
）
に
直
談
判
す
る
と
い
う
旨
を
伝
え
た
。
そ
の
旨
は
薩
摩
へ
も

伝
え
ら
れ
、「
至
極
之
御
国
難
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
し
て
「
大
ニ
憂
」
え
て
い
る
。

市
来
の
懸
念
が
早
く
も
現
実
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。

八
日
後
の
閏
八
月
廿
七
日
に
も
同
じ
よ
う
な
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
犯
人

を
差
し
出
さ
な
け
れ
ば
、
薩
摩
へ
軍
艦
を
差
し
向
け
三
郎
に
直
談
判
す
る
と
い
う
イ

ギ
リ
ス
側
の
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

こ
の
問
題
に
お
け
る
市
来
の
客
観
的
な
姿
勢
が
よ
く
分
か
る
箇
所
が
あ
る
。
又
之（

３
）
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れ
て
厳
し
く
問
い
た
だ
さ
れ
、
同
じ
く
御
留
守
居
で
生
麦
に
い
た
山
口
彦
五
郎
は
江

戸
へ
と
遣
わ
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
町
奉
行
所
預
け
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
鹿
児
島
に
お

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
で
か
し
た
者
は
直
ち
に
切
腹
を
言
い
渡
さ
れ
る

か
、
あ
る
い
は
牢
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
奈
良
原
に
関
し
て
は
そ
の
よ
う

な
沙
汰
も
な
く
、
日
々
差
し
支
え
な
く
出
勤
し
て
い
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

奈
良
原
を
庇
っ
た
た
め
に
幕
府
か
ら
睨
ま
れ
、
江
戸
詰
の
家
老
や
重
役
た
ち
が
矢

面
に
立
た
さ
れ
、
幕
府
の
追
及
を
受
け
る
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
藩

に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
本
来
な
ら
切
腹
か
あ
る
い
は
入
牢
に
値
す

る
罪
を
負
う
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
奈
良
原
本
人
が
何
ら
お
咎
め
も
受
け
ず
に
毎
日

差
し
支
え
な
く
出
勤
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
今
の
感
覚
に
照
ら
し
て
み
て
も
合
点

の
い
く
こ
と
で
は
な
い
。
何
か
し
ら
の
考
え
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
傍
目
に
は

家
老
た
ち
を
犠
牲
に
し
て
奈
良
原
を
守
っ
た
よ
う
に
し
か
見
え
ず
、「
世
人
頻
に
唱

立
候
、
是
又
人
気
混
雑
之
基
ニ
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
世
間
で
も
や
は
り
こ
の
措
置

は
物
議
を
醸
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
些
如
何
歟
と
被
存
候
」
と
い
う
市
来
の
疑
念
は
至
極
当
然
で
あ
る
。

　
二
　
文
久
三
年
の
記
録
に
つ
い
て

文
久
三
年
に
な
る
と
、
対
イ
ギ
リ
ス
の
気
運
が
高
ま
り
始
め
た
の
か
、
藩
内
の
臨

戦
態
勢
が
整
い
つ
つ
あ
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。
二
月
九
日
条
に
以
下
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

一
九
時
分
よ
り
蒸
気
船
壱
艘
相
見
得
候
付
、
沖
之
小
島
遠
見
所
よ
り
夷
国
船
と
見
違

一
先
度

三
郎
様
江
戸
よ
り
御
下
向
之
節
、
於
生
麦
ニ
英
国
人
を
御
供
目
付
奈
良
原
喜
左

衛
門
御
供
先
ニ
而
無
故
殺
害
い
た
し
、（
略
）
幕
府
よ
り
者
、
此
御
方
へ
打
果
候

相
手
を
可
差
出
御
達
有
之
候
処
、
打
果
候
者
者
其
場
よ
り
欠
落
い
た
し
行
衛
不
相

知
、
尤
、
殺
候
次
第
者
、
行
列
ニ
馬
上
な
か
ら
相
障
り
、
右
者
薩
州
之
国
法
ニ
而

御
坐
候
趣
共
御
申
立
被
成
候
得
共
、
外
夷
之
儀
者
言
外
も
不
通
ゆ
へ
、
日
本
人
同

様
之
処
置
ニ
而
者
不
相
済
抔
と
種
々
御
達
ニ
而
、
当
人
へ
御
糺
可
有
之
候
間
、
探

索
い
た
し
可
被
差
出
稠
敷
御
達
有
之
ニ
付
、
江
戸
詰
御
家
老
島
津
登
殿
別
而
心
痛

被
致
候
へ
共
、（
略
）
先
比
者
登
殿
幷
ニ
御
留
守
居
西
筑
右
衛
門
抔
水
野
和
泉
守

様
御
役
宅
へ
御
呼
出
有
之
、
御
糺
問
も
有
之
、
其
時
分
生
麦
に
て
同
役
山
口
彦
五

郎
江
戸
之
様
被
遣
、
其
時
宜
合
を
為
申
聞
ニ
相
成
候
処
、
其
儘
町
奉
行
所
へ
御
預

ケ
ニ
相
成
、（
略
）
勤
役
之
事
と
者
乍
申
迷
惑
な
る
事
ニ
候
、（
略
）
当
地
之
説
ニ
、

（
略
）
他
人
ケ
様
之
事
を
仕
出
し
た
ら
者
直
ニ
割
腹
被
仰
付
歟
、
又
直
ニ
入
牢
相

当
ニ
而
可
有
之
ニ
、（
略
）
世
人
頻
に
唱
立
候
、
是
又
人
気
混
雑
之
基
ニ
候
、
然

る
に
奈
良
原
ニ
者
為
何
御
沙
汰
も
無
之
、
日
々
出
勤
も
無
差
支
い
た
し
居
候
者
些

如
何
歟
と
被
存
候
、（
十
二
月
八
日
条
）

内
容
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
悪
化
を
恐
れ
た
幕
府
か
ら
、
下
手
人
で
あ

る
奈
良
原
を
差
し
出
す
よ
う
に
達
し
が
あ
っ
た
が
、
薩
摩
側
は
、
下
手
人
は
そ
の
場

か
ら
逃
亡
し
行
方
知
れ
ず
だ
と
し
て
断
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
幕
府
は
、
行
列
を
妨

げ
た
者
を
切
り
捨
て
る
の
は
あ
く
ま
で
薩
摩
の
国
法
上
の
処
置
に
過
ぎ
ず
、
外
国
人

相
手
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
し
て
、
奈
良
原
を
探
し
出
し
て
差
し
出
す
よ

う
厳
し
く
申
し
つ
け
た
の
で
、
江
戸
詰
家
老
の
島
津
登
は
一
層
心
労
が
重
な
っ
た
。

ま
た
、
登
は
御
留
守
居
の
西
筑
右
衛
門
と
共
に
水
野
和
泉
守
の
役
宅
に
も
呼
び
出
さ
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御
上
ニ
者
海
防
御
手
付
掃
除
之
論
の
ミ
有
之
、
実
ニ
彼
を
不
知
人
之
論
笑
止
千
万

ニ
候
、
方
今
攘
夷
家
の
ミ
要
路
ニ
被
居
候
間
、
今
之
勢
ニ
而
者
誠
ニ
懸
念
之
事

ニ
候
、
乍
併
今
之
世
上
ニ
而
者
外
夷
之
堅
艦
武
備
之
充
満
せ
し
事
を
仮
初
ニ
而
も

切
々
語
れ
は
、
蘭（

癖

ヵ

）

譬
有
之
と
て
大
ニ
賎
め
ら
る
ゝ
風
習
故
無
致
事
ニ
候
、（
二
月

十
七
日
条
）

た
と
え
幕
府
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
と
し
て
も
薩
摩
は
イ
ギ
リ
ス
に
賠
償
金
を
支

払
わ
ず
、
む
し
ろ
海
防
に
力
を
入
れ
て
イ
ギ
リ
ス
を
追
い
払
う
と
い
う
選
択
肢
し
か

な
い
こ
と
を
、
市
来
は
「
彼
を
不
知
人
之
論
笑
止
千
万
ニ
候
」
と
断
じ
て
い
る
。
ま

た
、
藩
の
要
職
に
あ
る
の
は
攘
夷
家
ば
か
り
で
、
仮
に
も
彼
ら
に
対
し
て
、
外
夷

（
イ
ギ
リ
ス
）
の
戦
艦
は
装
備
が
充
実
し
て
い
る
の
で
戦
っ
て
も
勝
ち
目
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
言
お
う
も
の
な
ら
、
彼
ら
か
ら
蘭
癖
の
誹
り
を
受
け
る
と
し
て
お

り
、
そ
う
い
う
風
習
な
の
で
仕
方
が
な
い
と
半
ば
諦
め
つ
つ
も
懸
念
を
抱
い
て
い

る
。さ

て
、
こ
こ
か
ら
は
台
場
の
整
備
や
人
員
の
配
置
な
ど
、
有
事
に
際
し
て
の
よ
り

具
体
的
な
態
勢
に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。

当
今
海
防
之
御
手
当
一
涯
御
差
急
ニ
而
、
諸
所
砲
台
御
修
造
等
昼
夜
之
御
急
ニ
有

之
候
、
夫
ニ
付
而
此
度
新
ニ
御
城
下（

名

ヵ

）

明
山
堀
辺
よ
り
若
宮
之
堀
・
山
下
橋
・
大
手

橋
・
南
泉
院
堀
ま
て
堀
通
し
潮
入
ニ
い
た
し
小
舟
之
通
行
出
来
候
様
、
臨
時
ニ
者

小
舟
之
格
護
場
ニ
相
成
筈
に
て
、
先
日
地
方
之
役
々
見
分
も
為
有
之
由
、
又
下
町

弁
天
波
戸
・
新
波
戸
御
築
添
ニ
而
砲
台
相
重
筈
、
当
分
も
弁
天
波
戸
へ
者

御
先
代
ニ
大
砲
弐
拾
弐
丁
、
新
波
戸
へ
者
拾
壱
丁
備
付
有
之
候
得
共
、
尚
被
相
重

筈
之
由
、
至
極
之
御
急
ニ
而
御
取
付
有
之
候
、（
二
月
廿
一
日
条
）

ひ
、
相
図
之
狼
煙
を
揚
ケ
相
図
砲
も
打
立
候
付
、
諸
所
遠
見
所
よ
り
相
図
砲
又
者

狼
煙
を
上
候
付
、
府
下
大
ニ
混
雑
い
た
し
、
御
役
々
其
外
出
張
或
者
登
城
相
成
、

或
者
御
手
当
被
仰
付
置
候
人
々
者
鉄
砲
を
携
台
場
へ
走
付
、
或
者
御
城
下
ニ
走
付

大
騒
動
ニ
お
よ
ひ
候
、
定
置
ら
れ
候
通
蒸
気
船
よ
り
も
相
図
を
打
候
付
、
無
程
鎮

静
い
た
し
御
引
取
ニ
相
成
候
、
右
者
先
日
小
松
殿
大
坂
よ
り
乗
船
被
致
候
筑
前
之

船
を
、
蒸
気
船
よ
り
竹
下
清
右
衛
門
抔
を
長
崎
迄
お
く
り
早
々
帰
帆
之
船
ニ
而
、

興
之
酔
た
る
次
第
な
り
し
由
、
併
当
分
近
々
英
国
船
入
津
も
可
有
之
勢
故
、
此
内

よ
り
御
手
当
も
大
キ
に
有
之
遠
見
番
人
共
粗
惣
ニ
出
候
事
と
取
沙
汰
有
之
候
、
右

之
船
者
八
時
分
前
之
浜
へ
入
津
い
た
し
候
、（
文
久
三
年
二
月
九
日
条
）

沖
之
小
島
の
遠
見
番
所
の
番
人
が
蒸
気
船
を
外
国
船
と
見
間
違
い
、
狼
煙
を
揚
げ

合
図
の
大
砲
を
打
っ
た
。
城
下
に
そ
れ
が
伝
わ
る
と
大
混
乱
に
陥
り
、
重
役
衆
は
急

ぎ
登
城
し
た
り
、
あ
る
い
は
鉄
砲
を
持
っ
て
自
分
の
持
ち
場
に
急
い
で
駆
け
つ
け
た

り
し
た
と
い
う
騒
動
が
起
こ
っ
た
が
、
そ
の
実
は
、
竹
下
清
右
衛
門
を
長
崎
ま
で
送

り
届
け
て
鹿
児
島
へ
帰
帆
し
た
船
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
論
と
し
て

は
番
人
の
「
粗
惣
」
で
あ
り
、
そ
の
後
蒸
気
船
は
恙
無
く
前
之
浜
へ
入
港
し
た
わ
け

だ
が
、「
近
々
英
国
船
入
津
も
可
有
之
勢
故
」
と
あ
り
、
ま
た
有
事
の
際
に
各
自
が

武
器
を
持
っ
て
自
分
の
持
ち
場
に
駆
け
つ
け
る
と
い
う
態
勢
が
あ
る
程
度
整
備
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
記
述
か
ら
う
か
が
え
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
に
近
々
戦
争
が
起
こ
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
危
機
意
識
が
人
々
の
中
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
一
方
で
、
自
信
の
表
れ
で
あ
ろ
う
か
、
主
戦
論
が
勢
い
を
増
し
つ
つ
あ
っ
た

よ
う
だ
。

た
と
ひ
幕
役
よ
り
申
諭
有
之
候
共
、
兎
角
償
金
ニ
而
も
於
出
候
而
者
承
知
六
ケ
敷
、
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の
戦
略
的
重
要
性
が
う
か
が
え
る
。
彼
ら
を
派
遣
し
、
守
り
を
固
め
る
と
と
も
に

「
士
風
ニ
手
を
付
」
け
る
よ
う
に
も
達
し
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
地
の

郷
士
た
ち
を
訓
練
し
鍛
え
よ
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

他
方
、
遠
く
離
れ
た
関
東
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
翌
二
月
廿

九
日
条
の
記
述
で
あ
る
。

　一
当
今
鎖
港
攘
夷
之
説
紛
々
有
之
付
、
横
浜
へ
其
段
相
聞
へ
、
各
国
本
国
へ
も
申
送

候
向
に
て
、
夷
人
共
長
崎
・
横
浜
驚
衛
之
為
、
又
者
生
麦
ニ
而
此
方
よ
り
英
人
を

妄
殺
い
た
し
た
る
事
件
を
談
判
と
し
て
、
当
月
十
五
日
ニ
英
国
軍
艦
拾
弐
艘
、
仏

郎
西
よ
り
六
艘
、
和
蘭
よ
り
弐
艘
、
米
国
よ
り
七
艘
渡
来
い
た
し
、
未
何
た
る
事

も
不
申
出
公
然
と
碇
泊
之
由
、
右
ニ
付
江
戸
中
ニ
も
人
気
動
揺
い
た
し
、
町
人
百

姓
等
者
辺
鄙
へ
逃
去
候
勢
ニ
有
之
不
穏
、
此
節
者
決
而
何
方
ニ
而
歟
兵
端
を
可
開

と
被
存
候
、

　

（
略
）

一
異
船
前
之
浜
へ
渡
来
之
折
心
得
振
之
義
、
昨
日
御
達
有
之
候
、
此
前
ニ
被
仰
渡
候

向
よ
り
少
ハ
相
替
候
、
此
方
ニ
而
も
攘
夷
之
向
ニ
御
手
当
有
之
、
彼
を
知
ら
さ
る

之
御
手
歟
と
窃
ニ
憂
罷
在
候
、
如
何
可
相
成
哉
、（
二
月
廿
九
日
条
）

前
段
で
は
、
横
浜
に
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
が
十
二
艘
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
艦
が
六
艘
、

オ
ラ
ン
ダ
の
軍
艦
が
二
艘
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
艦
が
七
艘
渡
来
し
、
何
も
音
沙
汰
が
無

い
ま
ま
公
然
と
停
泊
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
江
戸
中
が
動
揺
、
町
人
や
百
姓
は
田

舎
に
逃
げ
て
し
ま
い
そ
う
な
勢
い
で
不
穏
な
状
況
で
あ
る
と
し
て
現
地
の
混
乱
ぶ
り

が
綴
ら
れ
て
お
り
、
事
こ
こ
に
至
っ
て
は
い
よ
い
よ
何
処
か
で
戦
争
が
始
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
大
艦
隊
が
い
き
な
り
入
港
し
た
と
き
の
江
戸

海
防
の
手
当
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
諸
所
の
砲
台
の
修
造
は
昼
夜
な
く
最
優

先
で
行
い
、
そ
れ
に
加
え
て
、
新
た
に
城
下
の
名
山
堀
か
ら
若
宮
之
堀
・
山
下
橋
・

大
手
橋
・
南
泉
院
堀
ま
で
を
臨
時
の
際
の
小
舟
の
退
避
場
所
と
し
て
整
備
す
る
べ
く

見
分
が
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。
一
方
、
弁
天
波
戸
と
新
波
戸
の
台
場
に
関
し
て
は
、

御
先
代
（
斉
彬
）
の
頃
に
そ
れ
ぞ
れ
大
砲
が
二
十
二
丁
と
十
一
丁
整
備
さ
れ
た
が
、

今
回
さ
ら
に
大
砲
を
備
え
つ
け
る
と
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
戦
争
に
向
け
た
整

備
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。「
昼
夜
之
御
急
」
や
「
至
極
之
御
急
」
と
い

う
文
言
か
ら
も
火
急
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

丁
度
一
週
間
後
の
二
月
廿
八
日
条
に
は
、
伊
集
院
平
治
を
小
根
占
、
町
田
式
部
を

指
宿
の
地
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し
、
抜
か
り
な
く
防
御
を
固
め
る
べ
き
旨
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

御
側
御
用
人
御
勝
手
方
掛
御
用
人
伊
集
院
平
治
殿
、
今
日
小
根
占
居
地
頭
被
仰

付
、
近
日
よ
り
被
差
越
候
様
御
達
之
由
、
第
一
ニ
御
城
下
咽
喉
ニ
而
不
日
ニ
英
軍

艦
渡
来
之
向
故
、
無
手
抜
防
禦
之
手
当
有
之
、
士
風
ニ
手
を
付
候
様
御
達
之
由

ニ
而
候
、
大
目
付
・
寺
社
奉
行
勤
町
田
式
部
殿
ニ
も
同
日
指
宿
居
地
頭
被
仰
付
候

由
、
御
達
振
伊
集
院
同
様
之
由
、
往
古
之
御
処
置
ニ
被
復
結
構
之
御
事
ニ
候
、
外

ニ
境
目
郷
ニ
も
追
々
其
通
之
筈
之
由
、（
二
月
廿
八
日
条
）

小
根
占
と
指
宿
は
共
に
鹿
児
島
湾
の
入
口
近
く
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
湾
内
に

入
る
船
を
真
っ
先
に
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
事
に
あ
た
っ
て
は
「
咽
喉
」
で
あ

る
御
城
下
を
守
る
た
め
の
最
前
線
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時
伊
集
院
は
御

側
御
用
人
御
勝
手
方
掛
御
用
人
、
町
田
は
大
目
付
兼
寺
社
奉
行
と
二
人
と
も
要
職
に

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人
物
を
地
頭
と
し
て
派
遣
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
こ
の
両
地
点
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海
可
差
越
御
達
、
其
上
御
軍
賦
役
田
代
宗
次
郎
・
御
軍
役
方
書
役
亀
山
甚
介
早
馬

ニ
而
下
潟
諸
所
海
岸
へ
被
差
廻
、
若
異
国
船
山
川
辺
へ
相
見
得
内
海
へ
可
乗
入
向

ニ
相
見
得
候
者
、
夫
々
被
定
置
候
郷
々
指
宿
又
者
小
根
占
へ
走
続
援
助
い
た
し
、

乗
入
ら
さ
る
や
う
ニ
防
禦
可
致
旨
申
渡
之
筈
ニ
候
、

一
如
此
攘
夷
御
決
定
相
成
候
者
何
ゆ
へ
之
事
候
や
、
日
本
国
中
未
武
備
兵
食
も
不
備

ニ
、
渠
之
堅
艦
大
砲
に
対
接
す
る
事
者
お
も
ひ
も
よ
ら
す
、
御
国
抔
ハ
御
先
々
代

様
よ
り
格
別
ニ
御
手
も
付
、
日
本
中
ニ
者
江
戸
を
除
之
外
比
肩
者
あ
る
ま
し
く
、

夫
迚
も
外
夷
之
水
軍
ニ
対
当
者
千
万
無
覚
束
、
実
ニ
渠
を
し
ら
す
お
の
れ
を
不
弁

之
拙
策
ニ
あ
ら
す
や
、
然
る
を
壮
年
血
気
之
人
々
ニ
者
外
夷
と
云
者
犬
猫
を
殺
す

ニ
同
し
く
口
ニ
者
被
申
、
論
理
之
道
等
者
少
し
も
無
之
様
被
賤
、
京
師
ニ
而
も
公

卿
衆
も
同
様
之
御
勢
ニ
有
之
、
夫
を
恐
多
く
も

　

天
朝
に
御
信
用
被
為
在
、
幕
府
を
臆
病
不
断
ニ
御
申
下
し
御
評
義
も
無
之
攘
除
布

告
ニ
も
相
成
候
者
嘆
息
之
限
り
に
あ
ら
す
や
、
ケ
様
ニ
申
ハ
敵
之
美
を
談
し
渠
を

警
怖
し
因
循
戦
を
不
好
ニ
出
ツ
と
い
へ
と
も
、
決
而
左
に
あ
ら
す
、
同
志
之
衆
と

縮
眉
の
至
ニ
候
、

　

三
郎
様
ニ
者
先
達
而
よ
り
、
今
よ
り
十
年
を
期
と
し
内
政
を
整
へ
武
備
を
厳
ニ

し
、
勝
算
定
而
後
ニ
御
布
告
被
為
在
度
と
之
度
々
御
建
言
有
之
候
得
者
、

　

朝
廷
ニ
而
全
く
御
採
用
無
之
、
攘
夷
ハ

　

朕
か
素
意
と
之
御
事
ニ
而
将
軍
へ
も
御
評
義
者

　

無
之
押
而
神
奈
川
鎖
港
を
被
命
、
一
橋
公
ニ
者
早
々
御
暇
ニ
も
相
成
候
次
第
之

由
、
尤
、
将
軍
家
ニ
も
第
一
ニ
御
暇
可
有
之
処
、
長
土
之
暴
論
徒
或
者
浮
浪
士
共

堂
上
方
へ
種
々
讒
訴
い
た
し
、
将
軍
を
此
挙
ニ
御
暇
被
下
候
而
ハ
虎
を
野
に
放
ツ

ニ
同
し
と
て
、
拙
海
守
禦
ニ
か
こ
つ
け
御
引
上
ニ
相
成
、
一
橋
公
を
し
て
攘
斥

す
る
之
奸
策
ニ
出
候
由
、
都
而
如
此
ニ
浪
士
輩
之
論
よ
り
天
下
之
大
義
を
動
し
候

の
人
々
の
驚
き
や
恐
怖
は
如
何
ば
か
り
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

後
段
で
は
、「
異
船
前
之
浜
へ
渡
来
之
折
心
得
振
之
義
」
が
昨
日
（
二
月
廿
八
日
）

達
せ
ら
れ
た（

４
）旨
が
書
か
れ
て
お
り
、
以
前
の
達
し
よ
り
少
し
は
変
更
が
あ
っ
た
も
の

の
、
や
は
り
攘
夷
の
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
を
知
ら
な
い
が
た

め
の
無
謀
な
策
だ
と
憂
え
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
心
配
し
て

い
る
。

藩
に
お
い
て
は
前
年
（
文
久
二
年
）
の
十
一
月
七
日
に
軍
制
改
革
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ま
で
の
西
洋
流
砲
術
を
改
め
て
、
旧
来
の
御
流
儀
砲
術
に
戻
す
と
い
う
方
針
が
打

ち
出
さ
れ
た（

５
）。
当
時
の
情
勢
を
鑑
み
、
人
心
に
配
慮
し
て
の
措
置
で
も
あ
っ
た
が
、

一
方
で
、
時
代
に
逆
行
し
た
こ
の
措
置
を
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

別
の
史
料
の
文
久
三
年
正
月
六
日
の
記
録（

６
）で
は
、
斉
彬
以
来
の
西
洋
式
軍
制
を
伊
地

知
正
治
・
中
山
中
左
衛
門
・
大
久
保
一
蔵
の
主
張
に
よ
り
旧
来
の
も
の
に
戻
し
た
こ

と
に
つ
い
て
「
心
ア
ル
者
ハ
憫
笑
シ
、
年
ナ
ラ
ス
シ
テ
必
ス
先
公
ノ
編
制
セ
ラ
レ
シ

ニ
帰
ス
ル
ナ
ラ
ン
ト
窃
ニ
唱
ヘ
タ
リ
シ
」
と
し
て
、
薩
英
戦
争
後
す
ぐ
に
西
洋
式
軍

制
に
戻
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
「
其
間
笑
フ
ヘ
キ
浅
薄
ナ
ル
挙
動
多
カ
リ
キ
」
と
、

あ
た
か
も
嘲
笑
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

少
し
間
が
空
い
て
、
五
月
に
な
る
と
事
態
が
急
変
す
る
。
攘
夷
実
行
の
期
日
を
五

月
十
日
と
す
る
旨
が
布
告
さ
れ
た（

７
）の
で
あ
る
。
以
下
、
長
文
で
あ
る
が
当
時
の
記
述

を
抜
粋
す
る
。

一
右
様
攘
夷
御
決
定
天
下
布
告
ニ
も
相
成
、
然
ル
上
者
御
国
ニ
者
昨
年
生
麦
一
条
も

有
之
ゆ
へ
、
真
先
キ
ニ
御
国
へ
到
来
す
へ
き
者
必
定
、
加
之
先
日
よ
り
い
つ
れ
此

方
へ
参
り
曲
直
談
判
も
可
致
申
居
候
付
、
早
速
よ
り
御
手
当
向
御
急
キ
ニ
相
成
、

指
宿
地
頭
ニ
者
町
田
内
膳
殿
、
小
根
占
へ
者
伊
集
院
平
治
殿
今
日
中
ニ
出
立
、
渡
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よ
う
に
、
市
来
は
拙
速
な
攘
夷
の
決
定
に
つ
い
て
疑
問
に
思
い
、
そ
の
上
で
「
渠
を

し
ら
す
お
の
れ
を
不
弁
之
拙
策
」
と
断
じ
て
い
る
。
明
ら
か
に
批
判
的
な
論
調
で
あ

る
。ま

た
島
津
久
光
は
、
今
後
十
年
の
間
に
内
政
を
安
定
さ
せ
て
武
備
を
固
め
た
上

で
、
勝
算
が
定
ま
っ
て
初
め
て
攘
夷
を
布
告
す
る
べ
き
だ
と
度
々
建
言
し
て
い
た

が
、
朝
廷
に
は
全
く
相
手
に
さ
れ
ず
、
孝
明
天
皇
の
強
い
意
思
に
よ
り
、
将
軍
を
も

介
さ
ず
攘
夷
の
方
針
が
決
ま
っ
た
。
久
光
が
、
相
手
と
対
等
に
戦
え
る
状
態
に
な
っ

て
初
め
て
攘
夷
の
方
針
を
打
ち
出
す
べ
き
だ
と
い
う
、
極
め
て
現
実
的
か
つ
冷
静
な

考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

町
田
明
広
氏
は
、
当
時
の
有
力
諸
侯
を
「
攘
夷
」
へ
の
対
応
に
よ
っ
て
二
つ
に
分

類
し
て
い
る（

８
）。
一
つ
は
、
通
商
条
約
を
即
時
破
棄
し
て
外
国
船
を
打
ち
払
う
「
即
今

破
約
攘
夷
派（

９
）」、
も
う
一
つ
は
、
通
商
条
約
は
不
容
認
で
あ
る
が
、
外
国
船
が
襲
来

時
の
み
打
ち
払
う
「
攘
夷
実
行
慎
重
派（

（1
（

」
で
あ
る
。

前
者
の
勢
力
の
企
図
は
、
安
政
五
ヶ
国
条
約
を
破
棄
す
る
た
め
の
攘
夷
で
あ
り
、

実
現
の
暁
に
は
通
商
条
約
を
再
締
結
、
外
国
と
の
交
易
に
よ
り
富
国
強
兵
を
図
り
、

最
終
的
に
は
東
ア
ジ
ア
的
華
夷
思
想
に
基
づ
く
対
外
侵
略
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

一
方
、
後
者
の
勢
力
の
企
図
は
、
現
行
条
約
の
破
棄
は
期
待
す
る
も
の
の
、
現

状
で
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
分
析
の
下
、
武
備
充
実
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て

お
り
、
そ
れ
が
成
就
し
た
上
で
の
攘
夷
実
行
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
両
派
と
も
最
終
目
的
と
し
て
の
攘
夷
実
行
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

時
期
や
方
策
の
相
違
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

町
田
氏
の
論
に
依
拠
す
る
と
、
市
来
の
記
述
を
見
る
限
り
で
は
、
久
光
は
「
攘
夷

実
行
慎
重
派
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

た
だ
、
当
時
の
外
国
人
向
け
新
聞（

（1
（

に
は
、「
皇
帝
ノ
政
ヲ
扶
助
セ
ン
ト
欲
ル
所
之

付
、
人
気
和
同
せ
す
、
恐
多
く
も

　

上
軽
く
下
重
キ
之
弊
生
し
、
麁
暴
之
命
令
ニ
相
成
候
も
実
ニ
大
息
の
至
ニ
あ
ら
す

や
、
御
国
ニ
而
も
血
気
の
衆
者
要
路
之
人
迚
も
攘
夷
鎖
港
者

　

天
意
之
第
一
ニ
而
日
本
国
中
焼
土
な
り
、
人
民
者
弾
丸
之
為
ニ
車
裂
せ
ら
れ
候
而
、

　

孫
や
曾
孫
迄
大
砲
之
食
と
相
成
迄
ニ
攘
夷
せ
ば
、
終
ニ

　

天
意
通
ニ
攘
掃
可
致
得
と
之
議
論
ニ
而
、
実
ニ
其
論
末
ニ
者
歯
も
食
立
難
き
勢
ニ

有
之
、
御
上
も
稍
同
様
ニ
有
之
、
果
し
て
事
之
破
ニ
望
ん
而
者
禽
獣
之
如
く
ニ
取

扱
、
終
ニ
事
破
れ
ニ
可
及
者
殆
然
、
其
時
に
至
り
御
悔
悟
不
相
成
候
而
者

　

勢
者
無
致
方
も
の
ニ
候
、
古
よ
り
国
家
危
殆
之
時
ニ
至
り
、
夫
を
早
く
察
知
し
て

不
諫
も
の
も
あ
り
、
是
等
ハ
青
史
之
上
ニ
不
臣
之
論
評
も
不
少
な
り
し
か
、
今
歎

敷
其
事
ニ
臨
ん
而
建
言
等
之
意
飽
ま
て
難
有
之
、
其
勢
難
及
事
ゆ
へ
同
志
と
声
を

呑
て
嘆
息
之
外
他
事
な
し
、
後
世
之
人
能
く
時
情
勢
之
強
弱
を
考
へ
て
論
評
せ
ら

れ
者
無
理
と
も
い
ふ
べ
し
、
昔
藤
房
之
遁
世
す
ら
我
等
初
今
ま
て
論
評
せ
し
に
、

今
此
時
ニ
当
而
其
論
せ
し
所
甚
後
悔
せ
り
、
此
趣
ハ
後
世
子
孫
之
為
事
実
を
不
誤

爰
記
ぬ
、（
五
月
七
日
条
）

前
段
で
は
、
こ
の
布
告
を
受
け
た
薩
摩
藩
内
の
措
置
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
先
に
任
命
さ
れ
た
指
宿
地
頭
の
町
田
と
小
根
占
地
頭
の
伊
集
院
を

そ
の
日
の
内
に
任
地
へ
と
向
か
わ
せ
、
さ
ら
に
御
軍
賦
役
の
田
代
宗
次
郎
と
御
軍
役

方
書
役
の
亀
山
甚
介
に
命
じ
、
も
し
異
国
船
が
山
川
辺
り
に
現
れ
、
今
に
も
湾
内
に

入
り
そ
う
な
場
合
は
指
宿
又
は
小
根
占
に
駆
け
つ
け
、
町
田
と
伊
集
院
を
支
援
し
て

防
備
を
固
め
よ
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

後
段
で
は
市
来
や
島
津
久
光
の
攘
夷
観
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
記
述
の
肝
と
い

う
べ
き
箇
所
で
あ
る
。「
如
此
攘
夷
御
決
定
相
成
候
者
何
ゆ
へ
之
事
候
や
」
と
あ
る
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と
違
ひ
た
る
仕
方
、
其
外
日
本
人
ハ
約
定
ニ
背
キ
た
る
次
第
不
少
、
加
之
江
戸

ニ
而
も
英
人
を
無
罪
ニ
殺
し
今
形
ニ
而
者
難
相
成
と
て
和
解
承
引
不
致
候
、（
略
）

償
金
等
者
御
出
し
不
被
成
候
而
者
双
方
和
談
ハ
調
難
く
、
何
分
日
本
之
被
成
や
う

不
宜
処
よ
り
ケ
様
之
大
破
ニ
相
成
、
若
今
形
ニ
召
置
候
而
者
日
本
惣
崩
ニ
相
成
、

貴
賤
共
死
よ
り
外
ハ
有
之
間
敷
、
英
人
之
武
備
ニ
ハ
迚
も
被
及
間
敷
と
申
出
候

付
、
蓑
田
伝
兵
衛
中
原
返
詞
ニ
者
生
麦
之
一
条
者
行
列
ニ
失
礼
い
た
し
、
右
者
往

古
よ
り
之
国
法
ニ
而
、
其
場
ニ
而
殺
害
致
し
た
る
訳
ニ
而
不
法
之
事
ニ
者
無
之
と

申
聞
候
処
、
成
程
日
本
国
中
ニ
而
者
其
通
之
国
法
ニ
可
有
之
候
得
共
、
弘
く
世
界

之
交
ニ
而
者
其
様
之
不
法
と
云
者
無
之
、
法
と
申
者
天
道
ニ
而
世
界
普
通
之
法
を
法

と
可
申
、
夫
者
心
得
違
と
申
物
笑
ニ
い
た
し
、（
略
）
中
原
被
申
ニ
者
、
た
と
へ

薩
州
へ
英
人
乗
入
候
共
少
し
も
差
支
無
之
、
相
応
之
会
釈
者
可
出
来
手
当
有
之
候

と
申
聞
候
処
、
笑
止
之
顔
付
ニ
而
其
や
う
ニ
而
者
、
焼
土
と
相
成
者
必
定
ニ
候
、

さ
り
な
か
ら
甲
兵
者
何
程
あ
り
哉
と
云
ニ
付
、
凡
十
五
万
人
も
可
有
之
と
中
原
被

申
し
に
、
魯
将
申
ニ
者
、
夫
者
間
違
ニ
可
有
之
、
察
す
る
に
五
千
人
な
ら
ん
、
多

く
て
五
万
人
歟
、
日
本
惣
国
之
兵
も
五
拾
万
人
者
な
く
、
三
拾
万
人
ニ
過
キ
た
る

程
な
る
べ
し
、
薩
州
之
国
体
を
考
へ
又
天
慶
ニ
而
国
之
大
サ
を
考
へ
る
ニ
、
甲
兵

壱
万
ニ
者
過
さ
る
べ
し
と
笑
て
云
ニ
付
、
程
克
申
置
ら
れ
し
に
魯
将
又
云
、
山
川

海
門
よ
り
鹿
児
島
城
下
迄
台
場
何
ケ
所
有
之
哉
と
云
、
四
十
ケ
所
程
有
之
、
弐
拾

四
封
度
以
上
之
大
砲
五
百
門
ニ
下
ら
す
、
其
内
八
拾
封
度
・
百
封
度
・
百
五
十
封

度
位
迄
ニ
候
と
被
申
候
に
、
魯
将
申
ニ
者
、
是
も
間
違
な
ら
ん
、
乍
憚
露
西
亜
者

世
界
ニ
比
肩
す
る
国
に
て
武
備
も
可
也
ニ
調
居
候
得
共
、
都
城
之
近
辺
ニ
台
場
弐

ケ
所
ニ
過
す
、
弐
拾
四
封
度
已
上
之
大
砲
も
弐
百
門
ニ
過
き
す
、
ベ
ー
ル
辺
さ
へ

其
通
ニ
候
、
其
他
之
辺
鄙
者
未
充
分
ニ
行
届
す
候
、
乍
憚
薩
州
之
御
国
体
御
高
前

御
産
物
ニ
而
ハ
中
々
今
よ
り
二
三
拾
年
之
後
迚
も
仰
之
通
ニ
者
御
行
届
ニ
ハ
可
難

諸
侯
」
と
し
て
八
名
の
名
前
が
並
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
島
津
修
理
大
夫
（
茂

久
）」
と
「
蜂
須
賀
阿
波
守
（
斉
裕
）」
の
名
前
が
一
緒
に
書
か
れ
て
い
る
。「
皇
帝

ノ
政
ヲ
扶
助
」
と
い
う
の
は
す
な
わ
ち
攘
夷
の
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
茂
久
は
そ
の

筆
頭
と
さ
れ
て
い
る
。
蜂
須
賀
斉
裕
は
町
田
氏
が
「
即
今
破
約
攘
夷
派
」
の
一
員
と

し
て
挙
げ
て
い
る
蜂
須
賀
茂
韶
の
父
親
で
あ
り
、
攘
夷
観
を
異
に
す
る
で
あ
ろ
う
二

人
が
共
に
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
、
攘
夷
観
の
違
い
は
あ
く
ま
で
日
本
人
目

線
の
も
の
で
あ
り
、
当
の
外
国
人
か
ら
見
れ
ば
、
程
度
は
ど
う
あ
れ
攘
夷
論
者
は

皆
同
じ
で
十
把
一
絡
げ
に
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
と
外
国
人
と
の
攘

夷
に
つ
い
て
の
明
確
な
認
識
の
相
違
が
興
味
深
い
。

市
来
は
、
血
気
に
逸
っ
て
の
攘
夷
は
「
日
本
国
中
焼
土
」
を
招
き
、「
人
民
者
弾

丸
之
為
ニ
車
裂
せ
ら
れ
候
而
、
孫
や
曾
孫
迄
大
砲
之
食
と
相
成
」
り
、
最
終
的
に
は

「
禽
獣
之
如
く
ニ
取
扱
」
わ
れ
る
と
見
て
お
り
、
も
し
そ
の
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
て

も
後
悔
し
な
い
の
な
ら
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
し
て
い
な
が
ら
も
、
果
し
て
そ
れ

が
正
し
い
か
否
か
は
後
世
の
人
間
が
判
断
す
る
こ
と
だ
と
述
べ
、
結
論
を
出
し
て
は

い
な
い
。

五
月
十
日
条
は
、
長
崎
に
お
け
る
中
原
猶
介
と
ロ
シ
ア
の
将
軍
と
の
や
り
と
り
を

中
心
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
や
や
長
文
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
外
国
人
の
日
本

に
対
す
る
認
識
が
感
じ
ら
れ
て
興
味
深
い
記
述
で
あ
る
。

一
中
原
猶
介
長
崎
よ
り
被
申
越
趣
者
、
当
分
魯
西
亜
国
之
軍
艦
三
艘
参
居
、
其
船
将

軍
事
旁
別
而
心
得
居
、
西
洋
ニ
而
も
有
名
之
人
物
之
由
、（
略
）
此
度
英
吉
利
よ

り
日
本
国
を
攻
撃
す
る
為
之
八
艘
之
軍
艦
を
仕
出
候
趣
ニ
付
、
魯
国
者
日
本
之
隣

国
信
交
之
国
な
れ
者
、
唐
土
上
海
ニ
而
先
達
而
英
人
へ
対
し
日
本
と
争
戦
者
是
非

ニ
可
相
止
旨
及
理
解
候
得
共
、
生
麦
ニ
而
英
人
を
薩
摩
之
人
殺
害
致
候
次
第
人
倫
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三
　
お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
薩
英
関
係
に
つ
い
て
の
文
久
二
・
三
年
の
記
録
を
概
観
し
て
き
た
が
、

一
連
の
記
録
を
通
し
て
言
え
る
の
は
、
市
来
が
決
し
て
血
気
に
逸
っ
た
攘
夷
主
義
者

で
は
な
く
、
当
時
の
情
勢
を
冷
静
に
見
極
め
、
孝
明
天
皇
の
強
い
意
思
に
よ
る
攘
夷

の
決
定
を
も
「
拙
策
」
と
断
じ
る
こ
と
の
で
き
る
客
観
的
な
視
点
の
持
ち
主
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
島
津
久
光
に
関
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
生
麦
事
件
の
首
謀
者
の
レ
ッ

テ
ル
を
貼
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
ま
ず
は
十
年
か
け
て
外
国
と
十
分
に
渡
り
合
え
る

国
を
築
く
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
や
は
り
冷
静
で
現
実
的
な
視
点
の

持
ち
主
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

生
麦
事
件
か
ら
薩
英
戦
争
に
か
け
て
の
時
期
は
、
薩
摩
と
イ
ギ
リ
ス
双
方
に
と
っ

て
は
衝
突
・
軋
轢
の
時
期
で
あ
り
、
そ
の
中
で
様
々
な
犠
牲
が
払
わ
れ
て
き
た
の
も

事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
異
な
る
文
化
同
士
が
出
会
う
と
き
に
は
往
々
に
し
て
衝
突
が
起
こ
る
も

の
で
あ
り
、
当
時
の
薩
摩
と
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
衝
突
を
経
て
友
好
が
築
か
れ
る

こ
と
も
古
今
東
西
に
お
い
て
何
ら
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

慶
応
年
間
に
入
る
と
薩
英
両
者
が
急
速
に
接
近
、
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
一
行
の

鹿
児
島
訪
問
や
英
国
へ
の
留
学
生
派
遣
、
わ
が
国
最
初
の
機
械
式
紡
績
工
場
で
あ
る

鹿
児
島
紡
績
所
の
操
業
開
始
な
ど
、
薩
英
の
親
密
な
関
係
を
物
語
る
出
来
事
が
多
く

見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
歴
史
に
「
た
ら
」「
れ
ば
」
は
無
い
が
、
薩
摩
と

イ
ギ
リ
ス
と
の
出
会
い
は
必
然
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
回
は
、
筆
者
の
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
考
察
を
試
み
た
に
過
ぎ
ず
、
詳
細
な
人

物
比
定
や
時
代
背
景
の
掘
り
下
げ
な
ど
は
全
く
不
十
分
で
汗
顔
の
至
り
で
あ
る
。
史

成
歟
、
江
戸
迚
も
当
分
之
通
ニ
候
、
是
者
御
高
前
旁
薩
州
よ
り
も
御
所
帯
者
大
キ

ク
可
有
之
と
て
何
分
ニ
も
争
戦
を
御
好
被
成
者
笑
止
之
至
な
り
、
申
て
気
之
毒
か

り
候
由
、
蓑
田
・
中
原
よ
り
御
届
申
出
候
段
大
山
格
之
介
殿
御
軍
役
方
ニ
而
届
書

被
見
候
と
て
咄
被
申
候
、
尤
之
事
ニ
而
今
之
如
く
戦
を
御
好
被
成
ハ
天
魔
之
所
為

歟
、
不
日
ニ
焦
土
と
な
り
て
御
解
悟
あ
る
べ
し
、

中
原
が
、
た
と
え
イ
ギ
リ
ス
が
薩
摩
に
攻
め
て
き
て
も
十
分
に
渡
り
合
う
だ
け
の

備
え
が
出
来
て
い
る
と
息
巻
く
の
に
対
し
、
将
軍
は
そ
れ
を
見
透
か
し
た
か
の
よ
う

に
中
原
の
発
言
を
い
ち
い
ち
正
し
、
し
ま
い
に
は
「
二
三
拾
年
之
後
迚
も
仰
之
通
ニ

者
御
行
届
ニ
ハ
可
難
成
歟
」
と
言
わ
れ
、「
何
分
ニ
も
争
戦
を
御
好
被
成
者
笑
止
之

至
な
り
」
と
気
の
毒
が
ら
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。
最
後
に
「
尤
之
事
ニ
而
今
之
如
く

戦
を
御
好
被
成
ハ
天
魔
之
所
為
歟
、
不
日
ニ
焦
土
と
な
り
て
御
解
悟
あ
る
べ
し
」
と

あ
る
の
は
市
来
の
本
音
で
あ
ろ
う
。

同
様
の
認
識
は
他
に
も
見
ら
れ
、
中
原
か
ら
の
別
の
報
告
に
よ
れ
ば
「
又
攘
夷
モ

弥
近
日
御
下
知
ニ
ナ
ル
ト
ノ
事
ニ
テ
、
外
国
人
共
ニ
ハ
ア
ザ
笑
ヒ
居
候
、
知
人
ノ
夷

人
申
ニ
ハ
、
長
崎
ヤ
下
ノ
關
位
ノ
大
砲
ハ
少
シ
モ
恐
ル
ヽ
ニ
足
ラ
ス
、
戦
争
ヲ
開
キ

タ
ル
上
ハ
、
立
派
ニ
分
捕
シ
テ
見
ス
ヘ
シ
ナ
ト
申
シ
居
候（

（1
（

」
と
あ
る
。
や
は
り
外
国

人
か
ら
す
れ
ば
、
攘
夷
は
無
謀
と
し
か
思
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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（
11
）「
神
奈
川
新
聞
」（『
忠
義
公
史
料
』
第
二
巻
、
二
六
三
号
）

（
12
）「
長
崎
在
勤
中
原
猶
介
四
月
三
日
ヲ
以
テ
政
庁
ヘ
報
告
」（『
忠
義
公
史
料
』
第
二
巻
、

二
六
八
号
）

（
は
し
ぐ
ち　

ま
さ
き　

本
館
調
査
史
料
室
資
料
調
査
編
集
員
）

料
の
解
釈
に
関
し
て
も
間
違
い
等
が
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
薩
英
関
係
を

論
じ
る
に
あ
た
っ
て
市
来
の
視
点
に
着
目
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
他
の
史
料
も
駆
使
し
な
が
ら
詳
細
を
突
き
詰
め
て
い
く
の

が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
何
か
お
気
づ
き
の
点
や
ご
指
摘
等
が
あ
れ
ば
、
ご
教
示

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

註（
１
）
上
村
文
「
史
料
紹
介
「
市
来
四
郎
日
記
」」（『
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
』
第
十
七
集
、

二
〇
〇
四
年
）

（
２
）「
市
来
四
郎
君
自
叙
伝
」（『
鹿
児
島
県
史
料　

忠
義
公
史
料
』
第
七
巻
、
一
〇
〇
一
頁
）

（
３
）「
閏
」
と
同
じ
意
味
。

（
４
）「
英
艦
渡
来
ノ
準
備
異
国
船
御
手
当
ノ
次
第
」（『
忠
義
公
史
料
』
第
二
巻
、
二
四
〇
号
）

（
５
） 「
軍
制
改
革
令
」（『
忠
義
公
史
料
』
第
二
巻
、
一
七
三
号
）

（
６
） 「
軍
制
改
革
後
ノ
操
練
」（『
忠
義
公
史
料
』
第
二
巻
、
二
〇
九
号
）。
日
付
は
正
月
六

日
だ
が
、
後
段
は
薩
英
戦
争
後
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
後
段
に
つ
い
て
は
追

記
さ
れ
た
も
の
か
。

（
７
） 「
攘
夷
期
日
布
令
」（『
忠
義
公
史
料
』
第
二
巻
、
三
四
八
号
）

（
８
）
町
田
明
広
『
幕
末
文
久
期
の
国
家
政
略
と
薩
摩
藩
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
序

章
、
一
九
頁
。

（
９
）
町
田
氏
は
、
具
体
的
な
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
鳥
取
藩
主
池
田
慶
徳
・
岡
山
藩
主

池
田
茂
政
・
米
沢
藩
主
上
杉
斉
憲
・
徳
島
藩
世
子
蜂
須
賀
茂
韶
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。

（
10
）
同
様
に
、
一
橋
慶
喜
を
始
め
と
す
る
一
会
桑
政
権
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
挙
げ
て

い
る
。
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